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四方を海に囲まれ、複数の漁港を有する奥尻島。赤石漁港（奥尻漁港・赤石分港）は、
島の東海岸線沿いに位置し、夏から冬にかけては、集魚灯を搭載したいか釣り漁船
が、頻繁に行き交いしています
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坂
下
美
樹

管
理
栄
養
士
／
調
理
師
／
製
菓
衛
生

師現
在
、大
学
、短
期
大
学
、専
門
学
校
の

非
常
勤
講
師
、北
海
道
新
聞
く
ら
し
面

「
今
日
の
１
品
」執
筆
中
。「
道
新
文
化

教
室
」開
催
。Ｈ
Ｔ
Ｂ
イ
チ
オ
シ
料
理

コ
ー
ナ
ー
の
レ
シ
ピ
監
修
。料
理
教
室

「
な
ご
み
の
食
卓
」主
催
。

ぎ
ょ
れ
ん
と
共
に
レ
シ
ピ
の
制
作
多

数
。 

北海道を代表
する食のプロフェッシ

ョナルに、本道沿岸で獲
れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂き

ます。

50
年
ほ
ど
前
の
母
の
話
で
す
。「
ヂ
リ
リ
ー

ン
」と
発
車
の
ベ
ル
。「
駅
員
さ
ん
、こ
の
荷
物

を
2
～
3
日
預
か
っ
て
く
だ
さ
い
！
」と
、大

き
な
風
呂
敷
包
を
札
幌
駅
の
窓
口
に
ほ
う
り

投
げ
て
、母
は
旭
川
行
き
の
列
車
に
飛
び
乗

り
ま
し
た
。そ
の
日
は
友
人
の
台
所
で
朝
か
ら
、

シ
ョ
ウ
ガ
、人
参
を
切
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
包
丁

の
音
が
あ
た
り
に
響
い
て
い
ま
し
た
。浜
暮
ら

し
の
経
験
豊
富
な
友
人
に
母
を
含
め
て
数
人

が
飯
寿
司
作
り
の
指
導
を
受
け
て
い
た
の
で

す
。一
人
一
樽
が
完
成
し
、お
昼
ご
飯
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ
て
い

た
そ
う
で
す
。そ
の
後
、母
は
旭
川
に
出
張
予

定
。楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
て

い
き
、気
づ
い
た
ら
列
車
の
時
間
で
す
。樽
を

自
宅
に
置
き
に
行
く
時
間
も
な
く
な
り
、そ

の
ま
ま
駅
へ
駆
け
込
み
、前
述
の「
駅
員
さ
ん
、

こ
の
…
」と
な
り
、車
中
の
人
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。さ
て
、列
車
に
乗
っ
た
も
の
の
、誰
か
に

連
絡
す
る
す
べ
も
な
い
時
代
で
す
。列
車
の
中

を
走
り
た
い
く
ら
い
の
気
持
ち
で
や
っ
と
旭

川
駅
に
到
着
。勝
手
に
預
け
ら
れ
た
札
幌
駅

で
は「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
何
か
危
険
な
も
の
が

入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」持
ち
主

も
わ
か
ら
な
い
こ
の
不
可
解
な
預
か
り
も
の

を
、腫
れ
も
の
に
触
る
よ
う
に
連
絡
を
ま
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。今
で
は
到
底
考
え
難
い
こ

と
で
す
が
。

こ
ん
な
母
の
失
敗
談
つ
き
の「
飯
寿
司
」は

１
か
月
後
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
最
高
の
お

味
だ
っ
た
こ
と
は
私
も
し
っ
か
り
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。

母
の
友
人
の
レ
シ
ピ
は
母
か
ら
私
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
飯
寿
司
用
の
鮭
を
手

に
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。と
は
い

え
、今
年
は
苦
戦
す
る
の
が
免
れ
な
い
よ
う
で

す
。通
販
サ
イ
ト
を
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
、今
年
も
樽
の
用
意
を
始
め
て
い
ま
す
。今

の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
に

材
料
を
揃
え
て
手
作
り
し
て
い
た
こ
と
を
思

う
と
、本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。私

が
作
っ
た
飯
寿
司
、母
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た

か
っ
た
な
ぁ
。ち
ょ
っ
と
あ
ぶ
っ
た
飯
寿
司
が

私
の
最
高
の
贅
沢
で
す
。

鮭
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漁
業
者
の
声
か
ら
始
ま
っ
た
、

新
た
な
資
材
の
リ
サ
イ
ク
ル

（
ロ
ー
プ
、
養
殖
か
ご
、
フ
ロ
ー
ト
）

こ
れ
ま
で
ぎ
ょ
れ
ん
で
は
、
㈱
鈴
木
商
会
と

協
力
し
、
ナ
イ
ロ
ン
製
の
「
刺
し
網
」
の
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
に
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
浜
回
り
の
会
議

な
ど
の
際
に
漁
業
者
の
皆
様
か
ら
「
養
殖
か
ご

や
ロ
ー
プ
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
か
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
養
殖
か
ご
や
鉛
入
り
ロ
ー
プ
の
リ
サ

イ
ク
ル
は
全
国
的
に
も
前
例
が
少
な
く
、
処
理

方
法
が
定
ま
っ
て
い
な
い
難
し
い
分
野
で
す
。

ぎ
ょ
れ
ん
と
鈴
木
商
会
で
は
、
手
探
り
で
適
正

な
処
理
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、
約
2
年
間
の

検
討
期
間
を
経
て
、
苫
小
牧
市
に
あ
る
「
苫
小

牧
プ
ラ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
に
新
た
な
設
備
を

導
入
。
昨
年
の
11
月
よ
り
新
た
な
漁
業
資
材
の

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
が
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。
そ

の
工
程
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
下
記
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

漁
業
資
材
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

漁
網
や
ロ
ー
プ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
、
ト
ロ
函
な
ど
、

漁
業
資
材
の
多
く
は
ナ
イ
ロ
ン
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で
出
来
て
い

ま
す
。
長
年
の
使
用
で
劣
化
し
た
廃
棄
漁
具
は
、
産
業
廃

棄
物
処
理
業
者
へ
の
収
集
や
処
分
を
委
託
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
分
別
・
破
砕
な
ど
の
中
間
処
理
を
経
て
、
再
利
用

す
る
た
め
の
原
料
化
や
製
造
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す

る
な
ど
、
一
部
有
効
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

が
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
今
で
は
そ
の
最
終
処
分
場
の
残
余
容
量
が

逼
迫
し
て
い
る
こ
と
、
燃
料
費
・
人
件
費
・
設
備
更
新
費

が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
埋
め
立
て
処
分

費
用
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
塩
分
を
多
量

に
含
む
漁
業
資
材
は
、
特
に
処
理
の
難
易
度
を
高
く
し
て

し
ま
う
た
め
、
通
常
の
産
業
廃
棄
物
に
比
べ
て
、
受
け
入

れ
条
件
が
次
第
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
漁
業
資
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
漁
場
環
境

の
保
全
だ
け
で
な
く
、
再
利
用
可
能
な
資
源
を
有
効
活
用

し
、
処
理
費
用
の
負
担
を
抑
え
、
漁
業
経
営
の
負
担
軽
減

に
も
つ
な
が
る
大
切
な
取
組
で
す
。

漁
業
資
材
リ
サ
イ
ク
ル
の
手
法
に
つ
い
て

漁
業
資
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
実
際
に
は
大
き
く
「
マ

テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」「
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」「
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」 

の
3
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
般
的
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
と
同
じ
考
え
方
で

す
が
、
漁
網
や
ロ
ー
プ
は
海
水
や
生
物
の
付
着
物
が
多
い

た
め
、
洗
浄
・
分
別
工
程
が
特
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

①
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

使
用
済
み
の
製
品
や
廃
棄

物
を
「
材
料
（
原
料
）」
と

し
て
再
利
用
し
、
新
し
い
製

品
を
作
る
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

で
す
。
比
較
的
処
理
コ
ス
ト

が
低
く
、
Ｃ
Ｏ
²の
排
出
量

が
少
な
い
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
、
混
合
素
材

は
処
理
が
難
し
い
と
い
う
課

題
も
あ
り
ま
す
。

②
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

使
用
済
み
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
を
化
学
的
に
分
解

し
、
原
料
レ
ベ
ル
ま
で
戻
し

て
再
利
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

方
法
で
す
。
新
品
同
等
の
品

質
で
繰
り
返
し
循
環
で
き
る

た
め
、
近
年
特
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
設
備
投
資
が

高
額
で
あ
り
、
対
象
素
材
が

限
定
さ
れ
ま
す
。

③
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

廃
棄
物
を
燃
焼
さ
せ
、
そ

の
際
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
回
収
し
て
利
用
す
る

方
法
で
す
。
汚
れ
た
資
材
も

処
理
可
能
で
は
あ
り
ま
す
が
、

焼
却
に
伴
い
Ｃ
Ｏ
²の
排
出
が

発
生
す
る
こ
と
や
資
源
循
環

と
い
う
観
点
で
は
、
他
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
劣
り
ま
す
。

使用済みの製品・廃棄物 原料（材料）

新しい製品

使用済みのプラスチックなど

化学的に
分解

原料レベルまで
戻して再利用新品同等の品質で

繰り返し循環

廃棄物を
燃焼

電力・熱として利用
熱エネルギーを回収

漁業資材リサイクル

ぎょれんが取り組む環境対策

鈴木商会 苫小牧プラ・ファクトリー

鉛入りロープ フロート

ペレット同等に近い原料
（マテリアルリサイクル）

熱原料
（サーマルリサイクル）

製鉛原料
（業者に売却）

養殖かご

製鉄原料
（業者に売却）

ロープ

熱原料
（サーマルリサイクル）

ぎょれんでは、近年、世界的に深刻化する廃プラスチック類による海洋汚染問題に対し、美しい海を守
り、そして次世代に繋いでいくため、令和元年「脱・抑プラスチック」を宣言。現在も環境に配慮した資材の
利用や漁具リサイクルの推進など、さらなる海洋環境保全活動の拡充を続けているところです。今月は、こ
うした取組の中から、昨年度より本格的に始動した「養殖かご」、「ロープ」、「フロート」のリサイクルを中心
に、ぎょれんが取り組む漁業資材のリサイクルについてご紹介します。

選別（種類・品質）

一次破砕

二次破砕

比重選別

磁力選別
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美しい海を守るため開始した漁網リサイクル事業は、ナイロン刺し網の回収から４年が経過し
ました。開始当初は、網地と棚ロープや雑物を分離・除去することに手間がかかるなど、なかな
か回収数量が増えませんでしたが、漁業者の皆様にリサイクル施設を視察いただくなど、現状を
理解していただくことで回収数量も増えてきました。これも漁業者の皆様のご理解があってのこと
と感謝いたします。

資材展示会や魚種別部会などに参加させていただく中で、漁業資材の回収について要望が各
地でありました。これを受け、昨年から養殖カゴや鉛入りロープ、フロートなどの回収を始めまし
た。試行錯誤しながらでありますが、これらの回収を軌道に乗せて、まだ回収できていない漁業
資材のリサイクルにも取り組んでいきたいと考えています。

リサイクルを行うには、運搬費のみならず処理費も嵩
かさ

みます。少しでも費用を下げるには、処
理数量の安定確保など漁業者皆様の協力が不可欠でありますので、引き続き規定通りの拠出に
協力のほどよろしくお願いします。

購買部
富樫部長

当社は令和 4 年 6 月から始めた漁網リサイクルに続き、約 1 年前から養殖カゴ、ロープ、鉛
入ロープ、フロートなどの漁業系資材のリサイクルにも着手しました。また、漁業で使用されるそ
の他の硬質系プラスチックについても、素材や状態を確認したうえで取り扱いが可能です。

漁網リサイクルを行っていく中で、漁業者の皆さまから「養殖かごやロープ、フロートなど、他
の資材も取り扱えるのか」といったお問い合わせを多くいただいたことをきっかけに、取り扱い品
目の拡大に取り組んでまいりました。素材ごとの特性を見極め、付着した汚れや異物の除去、材
質ごとの選別を行うことで、より質の高いリサイクルにつなげています。

また、廃棄物を処理する際は、素材として再利用することを基本としており、可能な限り埋立
てを減らしております。そして、回収した物は、種類や状態に応じて選別・加工し、新たな原料
や製品として循環させることで、廃棄物の削減と限りある資源の有効活用を目指します。

漁業系資材のリサイクルは、処分費や選別・保管の負担軽減だけでなく、海洋ごみの削減や
環境負荷の低減にもつながります。これからも漁網、養殖カゴ、ロープ、鉛入ロープ、フロート、
硬質系プラスチックなどのリサイクルを積極的に取り組んでいきたいと思っております。

漁業者の皆さまとともに、持続可能な漁業と循環型社会の実現に貢献してまいりますのでよろ
しくお願いいたします。

㈱鈴木商会
海のリサイクル推進部

天
あまぬま

沼事業部長

❶分別作業❸リサイクル製品

❷出荷、加工

出荷時のお願い
・使用済みとなったプラスチック製品を商品ごとに分けてください
 （商品により材質が違います）
・ハンドル、レバーなどの鉄は外してください
・汚れのひどいものは洗浄してください

本会が漁協と回収品の状態確認や地域の
取り纏めを行い、指定工場で粉砕します

三甲㈱で上記のような再生製品が
出来上がります
様々な色の原料を黒で染める必要
があるため再生品の色は「黒」とな
ります

再生トロ函

買い物かご

刺し網から上棚、下棚のアバ、ロープ等を取り
外し、網地だけにする分別をお願いしていま
す。手間のかかる仕事ですがこの分別作業がリ
サイクルを実現するポイントとなります

鈴 木 商 会プラ・ファクト
リーで「２次分別」→「裁
断」→「洗浄」→「粉砕」→

「溶解」→「ペレット化」の
加工を行います

廃網から作られた再生ナ
イロンペレットは鞄、靴、文
房具など様々な製品にアッ
プリサイクルされています

ぎょれんが各地区で回収
や配送の効率化、品質の
向上のための技術指導
を行い、浜の負担低減化
に努めています

❶分別作業❸工場加工

❹廃網リサイクル製品
❷出荷

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
リ
サ
イ
ク
ル

漁
業
の
現
場
で
は
、
水
揚
げ
、
選
別
、
保
管
、

輸
送
な
ど
あ
ら
ゆ
る
工
程
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
コ
ン
テ
ナ
や
パ
レ
ッ
ト
な
ど
規
格
に
合
わ

せ
た
専
用
の
製
品
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、
破
損
や
経
年
劣
化

に
よ
っ
て
廃
棄
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
中
、

ぎ
ょ
れ
ん
で
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
メ
ー
カ
ー

の
三
甲
㈱
と
協
力
の
う
え
、
こ
れ
ら
の
製
品
を

無
償
で
回
収
し
、
再
生
ト
ロ
函
や
再
生
パ
レ
ッ

ト
に
再
製
品
化
す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
使
用
済
み
製

品
か
ら
、
同
色
製
品
を
集
め
、
再
び
同
じ
色
の

製
品
を
製
造
す
る
「
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
実

施
し
て
お
り
、
国
内
有
数
の
成
功
例
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
ぎ
ょ
れ
ん
で
は
、
令
和
4
年
7
月

か
ら
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
共
同
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
の
解
決
に
向
け
た
連
携
を
行
っ
て

お
り
、
使
用
済
み
の
魚
函
を
原
料
の
一
部
と
し

た
「
買
い
物
か
ご
」
を
各
店
舗
で
一
般
販
売
し

て
お
り
ま
す
。

廃
網
リ
サ
イ
ク
ル（
ナ
イ
ロ
ン
製
刺
し
網
）

刺
し
網
漁
業
で
使
用
さ
れ
て
い
る
網
は
、
編

地
と
浮
子
（
ア
バ
）
や
ロ
ー
プ
な
ど
の
他
の
漁

具
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
多
く
は
埋
め
立
て
処

理
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
網
の
主
原
料
と
な
っ

て
い
る
ナ
イ
ロ
ン
は
主
に
衣
服
等
の
糸
と
し
て

使
用
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
カ
ッ
パ
、
鞄

等
の
商
品
に
再
生
し
、
資
源
と
し
て
循
環
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
資
源
を
活
用
す
る
べ
く
、

ぎ
ょ
れ
ん
で
は
、
㈱
鈴
木
商
会
と
提
携
し
、
令

和
4
年
６
月
に
道
内
初
と
な
る
ナ
イ
ロ
ン
製
刺

し
網
の
再
生
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
分
別
、
洗
浄
、
破
砕
、
乾
燥
、
溶
解
の
工
程

を
経
て
、
ナ
イ
ロ
ン
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
全
道
各
地
の
漁
協
・
漁
業
者

に
よ
っ
て
、
ア
バ
、
ロ
ー
プ
等
の
分
別
作
業
を

行
っ
た
廃
網
を
回
収
し
、
廃
網
リ
サ
イ
ク
ル
を

開
始
。
昨
年
度
は
全
道
19
漁
協
か
ら
約
70
ｔ
の

廃
漁
網
を
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
廃
網
事
業
の
取
組
に
ご
賛
同
い
た
だ
く
漁
業

者
が
増
え
て
き
て
お
り
、
今
年
度
は
25
漁
協
か

ら
の
回
収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

鈴木商会の苫小牧・プラファクトリーに集め
られた廃網。丁寧に手作業で不純物を取り
除きます

三甲㈱のプラスチック製品製造工場
の一角に設けられた「規格外製品置き
場」。製造中に発生した規格外製品をま
とめて保管しておき、リサイクル製品の
原料に回しています
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北
海
道
水
産
林
務
部

野の

村む
ら 

博ひ
ろ

明あ
き

さ
ん

自
然
に
親
し
ん
だ
幼
少
期
と
林
業
へ
の
道

　
私
は
函
館
市
の
出
身
で
す
が
、
実
家
が
水
産
業
や
林

業
を
営
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
父
は
教
員
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
た
だ
、
海
が
近
い
環
境
で
育
ち
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
父
に
連
れ
ら
れ
て
よ
く
釣
り
に
行
っ
た
り
、

山
へ
入
っ
た
り
と
、
自
然
や
生
き
物
に
触
れ
る
機
会
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
も
昔
か
ら
生
物
が

大
好
き
で
し
て
、「
将
来
は
生
物
系
や
自
然
に
関
わ
る
分

野
に
進
み
た
い
」
と
自
然
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。高

校
生
に
な
り
、
具
体
的
な
進
路
を
思
い
描
い
た
際
、

親
戚
に
公
務
員
が
多
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
、
私
も
自

然
を
守
り
育
て
る
公
務
員
を
目
指
そ
う
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
水
産
業
か
林
業
か
で
少
し
悩
ん
だ
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
山
に
入
っ
て
山
菜
や
き
の
こ
を
採
っ

た
り
す
る
の
も
大
好
き
で
し
た
の
で
、
最
終
的
に
林
業

の
道
へ
進
む
こ
と
を
決
め
、
岩
手
大
学
の
農
学
部
林
学

科
へ
進
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
大
学
卒
業
後
、
北
海
道

庁
林
務
部
の
職
員
と
し
て
入
庁
い
た
し
ま
し
た
。

森
と
海
を
つ
な
ぐ
活
動
と
、

水
産
業
・
林
業
双
方
の
つ
な
が
り

　
道
庁
に
入
庁
後
、
最
初
の
赴
任
地
は
当
時
の
釧
路
支

庁
（
林
務
課
）
で
し
た
。
そ
の
後
は
全
道
各
地
を
転
々

と
し
ま
し
た
が
、
特
に
印
象
深
い
の
は
、「
林
業
改
良

指
導
員
」
と
し
て
の
経
験
で
す
。
十
勝
で
、
地
域
の
林

業
家
や
関
係
者
の
方
々
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
現
場

を
駆
け
回
り
ま
し
た
。
林
業
の
主
体
は
人
の
手
で
苗
を

植
え
、
手
入
れ
を
し
て
育
て
て
い
く
「
人
工
林
」
で
す
。

北
海
道
な
ら
で
は
の
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
、
道
南
ス

ギ
な
ど
の
育
成
を
通
じ
、
自
ら
の
手
で
森
を
育
て
て
い

く
林
業
の
奥
深
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
林
業
に

携
わ
る
中
で
海
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
漁
業
関
係
者
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て

植
樹
を
す
る
「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
で
す
。「
森
は

海
の
恋
人
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
林
務
の
立

場
か
ら
も
、
こ
う
し
た
漁
業
者
の
皆
様
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
森
と
海
は
決
し
て
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
一
つ
の
大
き
な
自
然
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て
結
び
つ

い
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
林
務
畑
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
に
水
産
林
務
部
総
務
課
の
企
画
調
整
担

当
課
長
に
就
任
し
、
こ
こ
で
初
め
て
水
産
に
も
深
く
関

わ
る
立
場
と
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
当
時
は
ま
さ
に

激
動
の
時
期
、
水
産
業
界
に
お
い
て
約
70
年
ぶ
り
と
な

る
漁
業
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

法
律
の
根
幹
が
変
わ
る
と
い
う
大
き
な
制
度
転
換
を
控

え
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
と
、
さ
ら
に
同
年
に
は
胆

振
東
部
地
震
と
い
う
未
曾
有
の
大
災
害
が
発
生
し
、
そ

の
災
害
対
応
や
復
旧
処
理
に
も
全
力
で
当
た
り
ま
し
た
。

目
が
回
る
よ
う
な
忙
し
さ
で
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
経

験
が
、
今
の
水
産
林
務
部
長
と
し
て
の
職
務
に
大
き
く

活
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
長
を
務
め
た
際

の
経
験
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
は
、

鮭
や
ほ
た
て
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
物
の
水
揚
げ
量
が

北
海
道
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
地
域
で
す
。
そ

こ
で
私
は
、
水
産
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
漁
業
者
の
方
々

か
ら
、
生
の
現
場
の
声
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
か
ら
鮭
の
遊
漁
に
関
す
る
ル
ー

ル
の
制
定
に
は
深
く
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
漁
業
者

の
方
と
一
緒
に
海
に
見
回
り
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
網
走
に
お
い
て
は
こ
の
9
月
か
ら
公
的
規
制
へ

移
行
し
た
こ
と
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

主
要
魚
種
の
資
源
回
復
と

新
た
な
資
源
の
活
用

　
現
在
、
道
水
産
林
務
部
と
し
て
様
々
な
課
題
に
向
き

合
っ
て
い
ま
す
が
、
水
産
業
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
、

や
は
り
「
魚
が
獲
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に

本
道
を
代
表
す
る
鮭
や
昆
布
の
不
漁
が
続
い
て
お
り
、

産
地
は
非
常
に
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
鮭
の
回
帰

率
低
下
な
ど
は
、
海
洋
環
境
の
大
き
な
変
化
が
要
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
が
相
手
で
す
の
で
人
間
の

力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
諦
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
と
同
じ
や
り
方
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
大
型
で
健
康
な
鮭
の
稚
魚
を
育
て
る
取
組
や
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
海
水
温
が
適
し
た
時
期
を
見
計
ら
っ
て
ふ

化
放
流
す
る
。
昆
布
に
関
し
て
は
、
陸
上
で
環
境
耐
性

を
高
め
て
か
ら
漁
場
に
投
入
し
た
り
、
さ
ら
に
進
ん
だ

育
種
の
研
究
な
ど
、
漁
業
者
の
方
や
研
究
機
関
と
連
携

し
て
行
い
、
環
境
変
化
に
対
応
し
た
主
要
魚
種
の
資
源

回
復
と
生
産
安
定
化
を
第
一
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
新
た
な
水
産
資
源
と
し
て
期
待

す
る
の
は
養
殖
で
す
。
現
在
、
北
海
道
で
は
さ
く
ら
ま

す
の
海
面
養
殖
と
、
う
に
の
陸
上
養
殖
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
漁
業
者

の
方
が
取
り
組
み
や
す
い
形
で
普
及
し
た
り
、
地
域
そ

れ
ぞ
れ
で
取
り
組
ん
で
い
る
養
殖
事
業
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
う
し
た
取
組
を
応
援
し
な
が
ら
養
殖
の
推
進
も

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
悪

い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
水
温
の
上
昇
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
北
海
道
で
は
あ
ま
り
獲
れ
な
か
っ
た

魚
種
が
水
揚
げ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
代
表

的
な
も
の
が
「
ぶ
り
」
や
「
ま
ふ
ぐ
」
で
す
。
最
近
北

海
道
で
獲
れ
る
ぶ
り
は
、
サ
イ
ズ
も
大
き
く
脂
も
乗
っ

て
い
て
評
価
も
高
い
の
で
す
が
、
北
海
道
に
は
元
々
ぶ

り
を
食
べ
る
食
文
化
が
あ
ま
り
根
付
い
て
い
な
い
た
め
、

ど
う
し
て
も
価
格
が
安
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
ふ
ぐ
に
つ
い
て
も
各
地
で
水

揚
げ
が
増
え
て
お
り
、
地
元
加
工
促
進
の
動
き
も
あ
り

ま
す
。
私
も
先
日
、
網
走
の
居
酒
屋
で
前
浜
の
ま
ふ
ぐ

を
コ
ー
ス
で
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
刺
身
や

唐
揚
げ
、
お
鍋
な
ど
で
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
と
ら

ふ
ぐ
と
比
べ
る
と
身
が
少
し
柔
ら
か
い
も
の
の
、
味
は

本
当
に
美
味
し
く
て
驚
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
「
新
た

な
海
の
恵
み
」
を
ど
う
や
っ
て
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
確
立
し
、
道
民
の
皆
様
の
食
卓
に
定
着
さ
せ
て
い

く
か
。
こ
れ
か
ら
の
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

漁
業
者
が
将
来
に
わ
た
り

安
心
し
て
活
躍
で
き
る
北
海
道
水
産
業
へ

　
水
産
業
・
林
業
に
共
通
す
る
最
も
重
く
、
か
つ
急
務

と
な
っ
て
い
る
課
題
が
「
担
い
手
不
足
」
で
す
。
現
場

の
高
齢
化
が
進
む
中
、
い
か
に
し
て
若
い
世
代
に
こ
の

産
業
へ
飛
び
込
ん
で
も
ら
う
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
産
業
に
お
い
て
は
、
新
規
就
業
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
と
連
携
し
た

「
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
」
の
開
催
や
、
漁
業
現
場
で
の

長
期
研
修
、
先
輩
漁
業
者
と
の
対
話
セ
ミ
ナ
ー
、
ま
た
、

漁
業
研
修
所
の
受
講
資
格
を
見
直
し
、
漁
家
の
子
弟
に

加
え
、
一
般
の
方
も
対
象
と
す
る
な
ど
、
新
規
就
業
希

望
者
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
受

け
入
れ
る
側
で
あ
る
漁
業
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会
の

開
催
な
ど
、
新
規
就
業
者
が
安
心
し
て
生
活
し
、
定
着

で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。
現
在

は
外
国
か
ら
の
技
能
実
習
生
の
方
々
に
も
大
い
に
助
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
国
内
の
若
い
方
々
が
定
着

し
、
漁
業
者
の
方
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
仕

組
み
を
作
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
大
き
な
使
命
で
す
。

北
海
道
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
多
様
で
豊
か
な
水

産
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
我
が
国
最
大

の
水
産
物
供
給
基
地
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
良
質

な
水
産
物
を
安
定
的
に
供
給
し
続
け
る
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
本
道
水
産
業
は
、
漁
村
地
域

の
基
幹
産
業
と
し
て
、
地
域
経
済
の
安
定
に
非
常
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を
持
続
可

能
な
形
で
守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
次
世
代
へ
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
日
夜
現
場
で
汗
を
流
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
浜
の
皆
様
や
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
、
漁
業
関
係

者
の
皆
様
に
は
同
じ
北
海
道
を
代
表
す
る
一
次
産
業
で

あ
る
林
業
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
北

海
道
植
樹
祭
が
お
近
く
で
開
催
さ
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
、
北
海
道

の
水
産
業
が
将
来
に
わ

た
り
持
続
的
に
発
展
で

き
る
よ
う
、
浜
の
皆
様

と
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り

持
続
的
に
発
展
で
き
る
北
海
道
水
産
業
へ

海
夢
ひとと 海
夢

Prof ile
昭和42年函館市生まれ。岩手大学農
学部林学科を卒業後、北海道庁へ入
庁。水産林務部林務局長、オホーツク
総合振興局長などを経て現職。趣味は
ダーツとウイスキー。ダーツはマイダーツ
を持って専用バーに通うほどの腕前で、
ウイスキーはスコッチを中心に自宅のコ
レクションを嗜む。

各（総合）振興局と国の橋渡し役として道内各地
の漁業・林業を陰に日向に支える北海道水産林務
部。そのトップである水産林務部長へこの4月に就
任されたのが野村博明さんです。
入庁から長く林業に携わってきましたが、平成30
年に総務課で企画調整担当課長に就任し、漁業法
改正といった北海道のみならず国の水産業施策全
般に関わると、前赴任地のオホーツク総合振興局
ではより漁業者に密着した深い関係作りができた
と話します。今回はこれまでの経歴や北海道水産業
の課題、今後の展望についてお話を伺いました。
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第3回 浜のおかあさん出前授業

自由民主党北海道支部連合会「令和8年度団体政策懇談会」クロマグロ漁獲配分に係り、道定置漁業協会と合同で要請を実施

しゃけまるウィーク supported by ぎょれん

在札水産関係団体が集まり、北海道漁業における諸課題解決へ意見交換資源管理に取り組む漁業者の負担軽減へ向け、沿岸漁業に配慮した漁獲配分を訴えました

今年も北海道ボールパークFビレッジで「しゃけまる」の祭典が開催されました
立命館慶祥中学校・高等学校の生徒たちに調理指導を行いました

10月8日（木）、ぎょれんを含む在札の水産関係団
体は、自由民主党北海道支部連合会（自民党道連）
主催の団体政策懇談会に出席し、党所属の道議会
議員や道連政務調査会の役員・委員と意見交換し、
本道漁業が抱える重要課題解決へ向けた対策を実
施するよう要請しました。

今回の懇談会には系統5団体と北海道水産会傘
下の会員団体から18名が参加し、今年6月の北海
道漁協組合長会議の決議事項である①漁業経営
基盤強化対策、②資源増大対策、③漁場環境保全
対策、④アルプス処理水対策、⑤中東情勢に対する
漁業用燃油の安定的確保に加え、北海道水産会関
係団体からの要望として、燃油・資材、光熱費など
の価格高騰対策と安定供給、さけ・ます資源の急激
な減少に対する緊急支援など7項目を取りまとめて
要請を行いました。中でもぎょれんからは、特に喫
緊の課題として、農業における直接交付金制度に準
じた新たな経営所得支援制度の創設や、秋鮭資源
の減少に伴う資源造成、定置漁業の強靭化、ふ化放

流体制の維持、そして、漁業者に様々な負担を強い
られているクロマグロの資源管理について、現場実
態を踏まえた対策及び支援制度の拡充・強化を強
く訴えました。

9月16日（水）、ぎょれんと北海道定置漁業協会
は合同で、クロマグロの資源管理に取り組む沿岸
漁業者の窮状を訴え、漁労上や経済的な負担軽減
へ向け、可能な限り沿岸漁業に配慮した漁獲配分
を実施するよう山本農水大臣政務官、藤田水産庁
長官、並びに鈴木衆議院議員、船橋衆議院議員な
ど、国や与党国会議員へ要請を行いました。

現在、クロマグロは国際的な枠組みと国内の漁
獲可能量（ＴＡＣ）制度に基づき、厳格な漁獲量の
管理を行っていますが、一方でこの漁獲枠を厳守
するため、本道では推定で年45万尾ものマグロを
放流しているという調査結果も出ています。その
ため、漁業者は通常の漁労作業にこうした放流作
業が上乗せされるため、人的にも身体的にも負担
を強いられているほか、怪我や負傷のリスク、さら
にはマグロによる漁具被害の発生、捕食やマグロ
以外の魚が逃げて定置網に入らない、入ってもマ
グロの放流作業に伴い他魚種も流出してしまうな
ど、資源管理の取組が漁業経営を圧迫する大きな
問題となっています。

本会においては、クロマグロによる漁業被害に
対して、抜本的な対策が措置されるよう、引き続き
取り組んでまいります。

9月19日（土）から27日（日）までの9日間、パート
ナーシップ契約を結ぶ北海道日本ハムファイター
ズとタッグを組み、北海道ボールパークFビレッジで

「しゃけまるウィーク supported by ぎょれん」を
開催しました。

期間中は鮭をモチーフにした北海道日本ハムフ
ァイターズの応援グッズ「しゃけまる」をテーマに、F
ビレッジ内の飲食店で限定コラボメニューの販売
が行われたほか、19日（土）・20日（日）・26日（土）・
27日（日）の4日間は、ガラスウォール前にぎょれん
の食育ブースを出展。昨年好評だった秋鮭の重さ当
てクイズの実施やほたてをはじめとする北海道の
海の生き物と触れ合えるタッチプール、昆布の原藻
の展示、フォトスポットを設置。イベント会場は多く
の家族連れで賑わいました。

また、26日（土）・27日（日）には、KUBOTA AGRI 
FRONT にて、鮭について学ぶ「ミニしゃけ講座」と

「しゃけの解体ショー」も実施。ミニいくら丼の試

食やぎょれん製品のお土産付きとあって、事前申し
込みはあっという間に定員に達するほどの大人気
イベントとなりました。

ぎょれんでは今後もこうした取組を通じて、北海道
の恵まれた海の幸である道産水産物の魅力と価値を
広く理解していただき、将来的に地産地消の推進や
地域活性化にも貢献していきたいと考えております。

10月9日（金）、北海道漁協女性部連絡協議会
（ＪＦ北海道女性連）とぎょれんの共催で「第3回 
浜のおかあさんの出前授業」が行われ、立命館慶
祥中学校・高等学校の高校3年生・16名へ浜のお
かあさんから秋鮭、ほたて、昆布などを使ったメ
ニュー3品の調理指導を行いました。

この取組は、同校で一昨年に設立された選択科
目「フードデザイン講座」を受講中の生徒を対象
に実施しているもので、「北海道の食材に関心を持
ち、その生産背景にも理解を深め、道産食材につ
いて自らの言葉で発信できる力を養う」ことをテー
マに食で北海道の魅力を発信できる人材を育成し
たい、という考えに共感して始まりました。

今年度はＪＦ北海道女性連より畠山会長（北見
地区・ウトロ漁協）、川﨑副会長（日高地区・えりも
漁協）、中島副会長（根室地区・別海漁協）の3名が
講師を担当し、鮭のホイル焼き、オオズワイガニの

炊き込みご飯、帆立のチリソースを生徒と一緒に
調理。生徒たちは、講師3名が着業されている漁業
や浜の特徴についてなどを事前に勉強してこの日
に備えており、料理のことだけでなく、色々なこと
を浜のおかあさん方から学んだ1日となりました。

道内選出の鈴木議員、船橋議員と共に山本農水大臣政務官へ要請書を手交

花崎政調会長（右）に要請書を手渡すぎょれんの瀧波専務（中）と
道水産会の山口副会長

北海道議会庁舎4
階の自民党大会議
室で行われた政策
懇談会

水産庁藤田長官へ要請書を手渡しました

左から講師を担当した畠山会長、
川﨑副会長、中島副会長

お子様に大好評だった食育ブースに設
置されたタッチプール

メスの秋鮭を3枚におろし、腹から筋子
を取り出すと驚きの声で溢れました

KUBOTA AGRI FRONTで行
われたミニしゃけ講座の様子

9 ｜ ｜ 8



ひやま漁協奥尻支所
今月の

浜の
家族物

語

表紙に登場いただいた
ご家族を紹介いたします。

解き方
リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探していきます。
文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読んでもOK。すべて見つけ
た後、使われなかった文字をうまく並べかえると答え（魚の名前）になります。

例　題

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

ブレイクタイムブレイクタイム

リ ス トア コ ン ブ
キ ア サ リ
ア バ ン サ
ジ コ マ イ

ア コ ン ブ
キ ア サ リ
ア バ ン サ
ジ コ マ イ

〈解答〉サバ

右と左の絵には、
5ヵ所の異なるところがあります。 
さあ、見つけてください。
（印刷のズレや汚れは関係ありません。）

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

間違いは
5つです。

シークワードクイズ
頭すっきり!!

11月のテーマ
「妖怪」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様にクオカードをプレゼントします。

　１１月は「妖怪」がテーマです。子供たちに人気なのは記憶に新しいとこ
ろです。妖怪は怖いだけでなく、戒めや笑い、土地の物語として受け継が
れてきました。
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読め
るようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも使
用しなかった文字をうまく並べかえてください。

〈ヒント〉 妖力を持つヒキガエルとされています。

リ ス ト

となります。

シオガシワヒコ
ゴロニエイトツ
カカオビオダク
パシアマノマリ
マツヤアガキサ
ヌリカベミヤン
ダラシカンイチ

ツキダシ

解答

10月号の解答と当選者

福島町 ユウ・ハルのはぁ－ばぁ－さん
根室市 小林　仙茂さん
札幌市 斉藤　節子さん
札幌市 前田　真弓さん
愛知県 は る とさん

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□

アカゴ (赤子)
アマビエ	
アヤカシ	
インカ (陰火)
オイワ (お岩)
オニビ (鬼火)
カシヤ (火車)
カツパ (河童)
カミキリ (髪切り)

コツクリサン (狐狗狸さん)
シイ	
ダラシ	
チヤガマオロシ (茶釜下ろし)
ヌリカベ (塗壁)
ノビ (野火)
ヒトダマ (人魂)
ヤマオトコ (山男)

角川書店　日本妖怪大辞典より

11 ｜ ｜ 10

ツシシタテナゲ
タカオクリナゲ
キスタオリゾツ
ケタキクサリイ
ガカツゾオカツ
トトダトリキテ
ソシシコテナゲ

〇



昆
布
の
出
荷
も
な
ん
と
か
目
途
が
つ

い
て
ヤ
レ
ヤ
レ
で
す
。ボ
リ
ボ
リ（
ナ
ラ

茸
）を
探
し
て
裏
山
へ
行
く
と
少
し
で
す

が
み
つ
か
り
ワ
ク
ワ
ク
♡
。熊
を
警
戒
し

て
ヤ
レ
ヤ
レ
！
秋
に
感
謝
で
す
。

（
福
島
町

ユ
ウ・ハ
ル
の
は
ぁ
ー
ば
ぁ
ー
さ
ん 

75
歳
）

朝
３
時
に
浜
へ
出
勤
す
る
の
で
す
が

真
っ
暗
で
寒
く
な
り
ま
し
た
。下
着
を
１

枚
多
く
し
な
い
と
冷
え
て
帰
っ
て
き
て
か

ら
温
ま
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

暖
房
が
恋
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
豊
浦
町　

阿
部
暁
子
さ
ん　

56
歳
）

さ
ん
ま
と
サ
ケ
が
大
好
き
な
の
で
す

が
、今
年
は
不
漁
の
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
…
。

さ
ん
ま
は
網
で
塩
焼
き
、サ
ケ
は
フ
ラ
イ

に
し
て
食
べ
る
食
べ
方
が一
番
好
き
で
す
！

一
匹
で
も
多
く
一
日
で
も
早
く
海
に
魚
た

ち
が
戻
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
札
幌
市　

こ
ん
ぶ
さ
ん　

31
歳
）

ぎ
ょ
れ
ん
販
売
の
紹
介
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。水
産
物
を
漁
協
か
ら
流
通
・

販
売
へ
と
つ
な
ぐ
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、

魚
が
食
卓
に
届
く
ま
で
の
仕
組
み
を
具

体
的
に
考
え
ら
れ
ま
し
た
。直
販
の
紹
介

と
併
せ
て
読
む
と
、生
産
地
と
消
費
者
を

結
ぶ
役
割
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

今
後
は
、魚
種
ご
と
の
保
存
方
法
や
、手

軽
に
調
理
す
る
工
夫
も
紹
介
し
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

（
愛
知
県　

は
る
と
さ
ん　

21
歳
）

世
界
的
な
温
暖
化
の
影
響
か
、い
か
も

秋
刀
魚
も
鮭
も
す
っ
か
り
高
級
魚
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。毎
年
楽
し
み
だ
っ
た

「
い
く
ら
」
作
り
も
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。そ
ん
な
中
な
み
ま
る
く
ん
の
表
紙
を

飾
る
若
い
漁
業
者
さ
ん
の
御
家
族
の
笑

顔
が
こ
れ
か
ら
の
漁
業
界
へ
の
希
望
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。い
つ
も
楽
し
み

で
す
。

（
札
幌
市　

斉
藤
節
子
さ
ん　

77
歳
）

今
日
、浜
の
お
母
さ
ん
の
料
理
教
室
に

初
参
加
し
て
き
ま
し
た
。楽
し
く
て
と
っ

て
も
美
味
し
く
て
為
に
な
っ
て
お
土
産
ま

で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

幸
せ
で
し
た
!!

（
札
幌
市　

前
田
真
弓
さ
ん　

65
歳
）

食
欲
の
秋
!!
美
味
し
い
物
が
沢
山

あ
っ
て
私
の
胃
袋
も
休
む
日
が
あ
り
ま
せ

ん（
笑
）。漁
師
街
、根
室
で
も
秋
刀
魚
な

ど
今
年
も
漁
師
の
皆
様
に
感
謝
し
て
安

全
操
業
と
豊
漁
に
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。（

根
室
市　

Ｔ・Ｓ
さ
ん　

58
歳
）

い
つ
も
拝
見
し
て
い
る
な
み
ま
る
く

ん
、今
月
は
入
院
先
で
の
拝
見
で
す
が
、

表
紙
の
家
族
写
真
と
物
語
に
涙
が
出
ま

し
た
。子
供
の
頃
か
ら
接
し
て
い
た
子
が

立
派
に
な
っ
て
大
変
嬉
し
い
で
す
。

（
神
恵
内
村  

リ
ョ
ウ
バ
バ
さ
ん  

89
歳
）

秋
は
大
好
き
な
物
が
い
っ
ぱ
い
。誘
惑

に
負
け
そ
！

（
根
室
市　

す
ー
さ
ん　

66
歳
）

じ
じ
い
っ
ぱ
い
し
し
ゃ
も
と
っ
て
き
て

ね
。丘
回
り
行
く
よ
!!!

（
白
糠
町　

な
ぎ
と
さ
ん　

2
歳
）

令
和
８
年
度
全
道
な
み
ま
る
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
大
作
戦 

結
果
報
告
で
回
収
さ

れ
た
ゴ
ミ
が
７
，１
３
０
kg
で
あ
り
、そ

の
内
訳
は
街
か
ら
投
棄
さ
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
も
多
か
っ
た
と
記
載
を
見

て
、私
も
散
歩
中
に
道
端
に
ゴ
ミ
を
見

つ
け
た
ら
率
先
し
て
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
自

宅
で
き
ち
ん
と
捨
て
よ
う
と
感
じ
ま
し

た
ね
。以
前
に
見
た
海
外
の
Ｔ
Ｖ
記
事

で
は
台
湾
の
老
齢
の
お
爺
さ
ん
が
道
端

の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
所
を
記
者
が
取

材
し
て
、そ
の
お
爺
さ
ん
が
道
端
の
ゴ

ミ
は
人
が
落
と
し
た
徳
で
あ
り
、そ
れ

の
徳
を
少
し
で
も
拾
っ
て
集
め
て
き
ち

ん
と
捨
て
て
あ
げ
る
と
そ
の
徳
は
今
度

は
拾
っ
た
人
に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
の

で
す
よ
っ
て
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
も
個
人
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
道
端

の
ゴ
ミ
拾
い
に
協
力
い
た
し
ま
す
わ
。

（
根
室
市　

小
林
仙
茂
さ
ん　

44
歳
）

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

オレンジベスト着用が 自分も家族も 守ります

皆様からのお便り、写真、
イラストをお待ちしています！

次の❶〜❸を明記の上、ご応募ください。抽
選で５名様にクオカードをプレゼントします。
❶なみまるおたより箱への投稿（お便り、写

真、イラスト等）や、広報なみまるくん11月
号への感想・ご意見など（※１５０字程度まで）

❷11ページのシークワードの答え
❸住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。
ご応募いただいた方の個人情報は、クオカード進
呈や、お便り、写真、イラスト等の掲載（氏名、年齢、
市町村名）にのみ使用いたします。写真やイラスト
は、返却できませんのでご了承ください。

11ページの間違いさがしの答え

■宛先 
 11月24日までにお送りください。
●郵便 
   �〒０６０ー０００３ 

札幌市中央区北３条西７丁目１番地 
北海道ぎょれん 
総務企画部 広報担当

●ＦＡＸ ０１１ー２４２ー３５４３

●�電子メール 
info@gyoren.or.jp

おたより箱
編集部からのお知らせ みなさんのお便りでつくるページです。

なみまる

10月初め夕陽を灯す灯台
本町根室港にて

浜の

ニュースほほっ
とっと

季節が進んで秋も深まり、翌年以降
に出荷されるほたての本分散が行われ
ています。漁家によって作業の進み具
合は様々ですが、来年の出荷には大い
に期待しています。11月からはほたて
半成貝の出荷も始まってきます。一方、
かじかやたらといった、冬を思わせる魚
も多く水揚げされるようになってきまし
た。朝晩の冷え込みも厳しく、時化っ早
い季節になりましたが、沖に出る際は無
理せず安全操業でお願いします。

標津あきあじ祭りが開催され、秋鮭
のつかみ取りやいくら丼抽選会が催
されるなど、来場者の笑顔にあふれた
「鮭の聖地」にふさわしい、活気と賑や
かな雰囲気に満ちた祭りとなりました。
10月下旬になり、さんま漁と秋鮭漁も
終盤となりました。いずれも厳しい状
況ではありますが、関係者一同、もうひ
と波の水揚げが来ることに期待を寄せ
ています。これより寒さが厳しい季節
に移りますが、漁業関係者の皆様の健
康と安全を心より祈願しています。

10月4日（日）ひやま管内の上ノ国
町で「上ノ国町産業まつり」が開催さ
れました。上ノ国町の秋を象徴するイ
ベントであり、収穫・漁獲されたばか
りの新鮮な農水産物や地元食材を使っ
た料理が出品された他、「ひらめの掴
み取り」などの催しも行われ、多くの
来場者で賑わいました。これから気温
が下がり、厳しい冬を迎えますが、安
全操業を切に願っています。

秋の定置網漁は終盤となり、たらの
刺網漁が始まりました。水揚げ量は昨
年を上回り、好調なスタートを切りま
した。11月中旬からは冬の風物詩で
あるはたはた漁が始まる予定です。一
方、今後の冬に向け、ばばがれいや助
宗の刺網も本格化していきます。天候
に恵まれ、皆様の安全操業と各魚種の
大漁を祈願しています。

オホーツク地区では肌を刺すような
寒さを感じる日が増え、早くも冬の訪
れを実感させられます。寒さの中でも
秋鮭定置網漁は操業を続け、漁期は終
盤へ差し掛かっています。底建網漁や
サロマ湖かき漁も始まり、浜は忙しい
日々が続きます。海は荒れやすい時期
となりますが、安全操業と豊漁を心よ
り祈念致します。

気温が日に日に低下し、短い秋か
ら速足で冬の訪れを感じます。10月
に入り、定置網漁が最盛期を迎えてい
ます。秋鮭については、厳しい水揚げ
が続いていますが、ぶりが多く水揚げ
され、浜は活気付いています。一方、
噴火湾地区では助宗刺網漁が解禁され
ました。卵の熟度が進むこれからの季
節、時化も多くなりますが、安全操業
と更なる大漁に期待しています。

昆布漁が終漁し、秋鮭漁も終盤を
迎えつつあります。秋鮭は厳しい状況
が続いていますが、漁業者が日々操業
に励んでいます。一方、ししゃも漁が
解禁され、浜では好調なスタートを感
じさせる声も聞かれるなど、今後の水
揚げへの期待が高まっています。さら
に、ほっき桁曳やたこ網なども順次始
まります。引き続き安全操業と豊漁を
祈願しています。

朝夕の冷え込みが厳しくなり、冬が
迫っているのを肌で感じる季節となり
ました。オホーツク地区では3月より
操業開始したほたて漁が最終盤を迎え
ています。利礼地区ではほっけ刺網漁
が終漁し、冬の味覚の代名詞である真
たら刺網漁が開始されます。荒天の増
える時節になりますが、引き続き安全
操業で豊漁を祈念しています。

秋鮭定置網漁は10月20日時点で前
年同期比39％となり、依然として厳し
い状況が続いています。助宗刺網漁も
順次開始し、昨年と比べて順調な水揚
げを見せています。一方、いぶり噴火
湾および室蘭の各組合ではほたての出
荷も再開し、季節の移り替わりを感じ
ています。気温も下がり肌寒く、時化
も多い季節となりますが、豊漁と生産
者の方々の安全操業を心からお祈り申
し上げます。

9月から始まった秋鮭定置網漁は終
盤を迎え、10月19日時点の累計水揚
げ数量は約130トンと昨年同時期比約
21%の低水準な状況ですが、単価につ
いては記録的な高値となりました。現
在は各地網揚げを徐々に行っていま
す。これから更に水温が下がり、真た
らや助宗だら等の水揚げが本格化して
いきます。時化が多くなる時期ではあ
りますが、皆様の健康と豊漁をご祈念
いたします。

小　樽

室　蘭

函　館

檜　山

稚　内

北　見

釧　路
日　高

根　室

留　萌
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 材料  ４人分

細切り昆布………………２０g  
玉ねぎ…………………… １玉
塩……………………… 少々
柿……………………… ２個
マヨネーズ………………６０g
からし……………………適量

今
回
は「
昆
布
と
柿
の
サ
ラ
ダ
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

柿
の
甘
さ
に
、昆
布
の
う
ま
み
を
マ
ッ
チ
ン
グ
。こ
の
時
期
な
ら
で
は
の

一
品
で
す
。

令
和
７
年
10
月
21
日
開
催
、第
１
５
２
回「
浜
の
お
か
あ
さ
ん
料
理
教
室
」

in 

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
に
て
紹
介
し
ま
し
た
。

 作り方
❶�昆布をさっと水洗いし、ざるにあげておく。

❷鍋に1000㏄の水を入れ、沸騰したら昆布を入れ
お好みの柔らかさになるまで茹でる。（目安は５～６
分）

❸茹でた昆布を水洗いし、水を切って食べやすい長さ
に切る。

❹玉ねぎは薄切りし、塩でもんで水洗いし、５分ほど水
にさらす。ペーパータオルで水を切る。

❺柿は食べやすい大きさに切り、昆布と柿と玉ねぎを
一つのボウルに入れ混ぜ合わせる。

❻マヨネーズとからしを加えたら出来上がり。
　（からしは隠し味になるので少し加える程度）

昆
布
と
柿
の
サ
ラ
ダ

別海漁協

中島 美智子さん 


